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１． 研究計画の概要 

 
 本研究は、企業間ネットワークの自律的な
生成プロセスについて、その実態を明らかに
するとともに、エージェント・ベースト・モ
デルに基づき、ネットワークの創発プロセス
をシミュレーションすることを目的として
いる。既存研究を概観すると、これらの問題
に対し個別的に解決はしているものの、体系
的に解決しているとは言い難い。すなわち、
既存のネットワーク分析では、ネットワーク
フリー性やスモールワールド性についての
マクロ的分析が主体であり、それらがどのよ
うな性質をもった個体によって生成された
のかといったミクロ分析が明らかにされて
いない。一方、個々の主体同士の競争と協調
のダイナミクス研究では、どの個体が進化論
的に勝ち残ったのかといった議論が中心で
あり、構築されたネットワークの特徴に関す
る分析に欠けている。言い換えるならば、既
存の研究では、マクロ分析とミクロ分析のリ
ンケージといった視点が考慮されていない。
本研究は，このマクロとミクロの分析のリン
ケージを試みる。 

本研究では次の５点について解明する。（1）
企業間ネットワークの構造特性の解明。（2）
ネットワーク特性とネットワーク・パ フォ

ーマンスおよび構成企業のパフォー マンス

との関係についての分析。 
（3）協調行動によるネットワーク創発の定

性的解明。 
（4）協調行動によるネットワーク創発のエ

ージェント・ベースト・モデルによるシ

ミュレーション。 
（5）ネットワーク創発の応用実験。 
 
 
２． 研究の進捗状況 

 
 研究手順は，（1）先行研究，（2）フィール
ド調査，（3）配票調査，（4）分析，（5）シミ
ュレーションの 5 段階からなっており，順を
追って進められる。 
まず（1）の先行研究に関しては，ほぼ終

了し，成果として研究論文を 2 本公表した。
いずれも理論研究のサーベイとそのから導
き出された新しい分析のフレームワークが
検討されている。（2）のフィールド調査に関
しては，大阪市の中小企業組合を対象にした
ヒアリング調査を行った。ここにおいてネッ
トワークにおけるリンクの形成要因に関す
る情報を入手した。 
（3）の配票調査に関しては，パイロット的
分析と本調査の 2 つからなる。パイロット分
析は，（2）における加盟企業 250 社に対して
なされた。ネットワークデータの場合，集団
に参加する企業すべてからのデータが入手
されない限り，正確なネットワークを分析す
ることはできない。たとえば，媒介中心性が
高い企業から回答が得られなかった場合，分
析の妥当性は著しく低まる。本パイロット調
査では，データの回収率が低く，有効なデー
タを得ることができなかった。 
 パイロット調査の結果から，アンケート調
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査によるデータ収集の方法に限界があるこ
とが明らかとなった。そこで，非上場会社な
らびに上場会社に関する公的データを整理
して，取引関係を明らかにし，取引関係のネ
ットワークデータを構築することにした。現
在は，そのネットワークデータのデータベー
ス構築を急いでいる。 
  
 
３．現在までの達成度 
 
③やや遅れている 
（理由）当初計画していたとおりの，アンケ
ート調査ができなかったことによる。本研究
は，社会ネットワークの分析にあり，個人間
や企業間の結びつきについて，その関係性を
対象とする。アンケート調査の内容は，地域
企業を対象とするものであるが，中小企業の
中には，取引状況に関する情報提供に消極的
である。このような事情から，アンケート協
力を十分に得ることはできなかった。このよ
うに，調査方法の変更を余儀なくされたため
に，新たなデータベースの構築が必要となり，
時間的な遅れが出ている。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 

 
 企業間ネットワークに関して分析に耐え
うるデータ数を確保するために，データベー
スの構築を急いでいる。これにより，2400 社
以上の企業間の取引関係を把握するデータ
ベースが構築される。データベース構築には
相当数のパンパワーが不可欠であるが，予算
制約上の問題があることから，コンピュー
タ・プログラミングにより，データを加工・
編集しできるよう研究を進める。 
 同時に，マルチエージェントシミュレーシ
ョンによる，ネットワーク創発モデルの検討
も進める。プロトタイプ・モデルの構築をす
ることで，本研究の終了とし，発展バージョ
ンに関しては，今後の課題としたい。 
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